
    
      
        
      
    

  









当ファイルは、モバイル二次元ドリーム『人妻参謀玉鋼出雲～富士山大陵辱作戦～』に基づいて作成しております。




※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。





登場人物紹介




玉鋼たまはがね出雲いずも

東海軍の参謀。司令官である夫は公私ともに信頼するパートナー。真面目で、作戦に関してはクールに対処するが、愛する家族の前では優しく尽くす女になる。




柏木かしわぎ信繁のぶしげ

東海軍と戦闘状態にある幕府軍の参謀。勝つ為には手段を選ばない男。





			　西暦が廃された時代──新暦一年。

			　日本は北海道、東北、北関東、南関東、北陸、東海、近畿、中国、四国、九州、沖縄の十一道州に分かれていた。中央集権ではなく地方分権へというスローガンのもとに、新たな社会を構築しようとしていたのである。

			　結果、地方は次々と中央からの独立を宣言した。地方分権が行き過ぎ、再び日本は戦国の様に、全国を統一する者がいなくなってしまったのである。

			　もちろん中央政府はその動きに焦った。ただ、焦るだけで何もできなかった。国を動かしていた官僚や政治家は、雁首揃えて無能者の集まりだったのである。

			　そして──

			


			「この富士山を我々新生幕府軍に明け渡していただきたい。ここで降伏していただければ、公方様はあなた方を厚く遇します。誰も死ぬ事はありません。それどころか……我々の中枢にお迎えする事になります」

			　東海軍の拠点である富士山に作られた要塞に、新生幕府軍の副将軍である明音あかねマユリと大老柏木信繁が降伏勧告を携えてやって来たのは午前中の事。

			　長い髪をポニーテールにしているマユリ。丸みを帯びた瞳に、可愛らしい顔。まだ十代の少女でしかない。要塞には不似合いな人物だ。

			　二人を迎えたのは、富士要塞司令官である玉鋼義樹よしき大佐と、その妻であり参謀である玉鋼出雲少佐である。

			「中枢に迎える？　それは明音──いや、日ノ本ひのもとでしたっけ……。将軍様のご意向なのですか？」

			　マユリの言葉に対して、出雲は挑発的な視線を向ける。軍帽の下から伸びるロングストレートの髪が揺れた。

			　人形の様に整った美しい顔立ちで、二人に切れ長の瞳を向ける。一見するとクールな印象を周囲に与えるのだが、瞳の奥には強い意思が輝く。

			　彼女はパリッと皺一つない軍服に身を包んでいた。服には染み一つ付いていない。きっちり身体のラインに合わせて作られた軍服の上には、魅力的なボディラインがはっきり浮かぶ。

			　両腕でも掴みきれないほど胸は大きい。腰はキュッと引き締まり、ヒップはツンと上向き加減。黒いストッキングで身を隠す長い両足が、スカートから伸びる。太股はムチムチと太く、弾力感を感じさせた。

			　今年で二十五歳、スタイルはとても一児の母とは思えないもの。因みに戦時中の為、子供と一緒に暮らしてはいない。

			「もちろん。当然の事だ。我々はあくまでも、公方様の臣下だからな」

			　質問に答えたのはマユリではなく柏木だった。彼は瞳を細め、熱の籠もった視線で出雲の全身を見つめてくる。

			（下衆な男だ）

			　出雲はそんな柏木に対して鋭い視線を返しながら、同時に使者たちの様子を再度確認する。

			　二人の使者は陣羽織を身に着けていた。まるで時代劇から飛び出してきたかのよう。これが新生幕府軍の軍服である事を出雲は知っている。

			　新生幕府軍──それを作り上げたのは明音アカリという一人の少女。彼女は日本が新たな戦国時代に突入すると同時に、クーデターを起こし中央政府を倒した。そして政府の全権を握ると、旧時代の遺物というにも古過ぎる征夷大将軍という位を復活させ、幕府を開いたのである。その時姓を明音から日ノ本に改めている。

			　あまりに馬鹿馬鹿しい話だと出雲も思う。ただ、実際その後のアカリの行動は凄まじかった。まるで始めから決まっていたかのように次々と地方軍を打ち倒し、己の傘下にしていったのである。そして今回狙われたのが、東海だった。

			（和平などできる筈がない。確かに日本は統一されなければならないけど、アカリがやろうとしている事は独裁だ……）

			　絶対に負けるわけにはいかない。

			　その想いを夫に対して視線で向ける。

			「ああ、そうだ」

			　と、柏木が手を叩いたのはその時だった。

			「忘れていたが、降伏には一つ条件がある。玉鋼出雲少佐が俺のものになるという事だ。この意味、分かるな」

			　そう言って男は太い唇を舌で舐めた。醜く歪んだ顔、その表情に下衆な性欲が浮かぶ。

			「どういう意味だ！」

			　義樹が声を張り上げた。

			「どういうって、だからその通りだよ。安いものだろ。お前の奥方一人で、ここにいる全員の命が助かるんだ。へ、へへ……大丈夫、俺は紳士だから」

			　隠していた本性が滲み出す。正対しているだけで、吐き気が湧き上がるほど醜悪な姿。

			　思わず出雲は拳を握り締め、瞬間──

			　バゴッ！

			　義樹の拳が柏木の顎に叩きつけられた。

			　醜い男の身体は宙を舞い、部屋の壁に叩きつけられる。

			「動くな！」

			　間髪入れず出雲は銃を引き抜き、マユリの頭に突きつけた。マユリも銃を抜いており、それを義樹へと向けている。

			「交渉決裂ですね」

			　銃を突きつけられても、まだ十代でしかない少女は顔色一つ変えない。

			（さすがは日ノ本アカリの双子の妹……）

			　これには出雲も感嘆とした。

			「ま、まあいいだろう。お前らは必ず後悔する事になる。その時になって泣き言を言ってもそれまでだからな」

			　頬を押さえた柏木がベタな捨て台詞せりふを残す。使者二人はそのまま本陣へと帰還し、昼を回ると幕府軍による攻撃が開始された。

			


			「幕府軍は我々に対して数に勝ります。その上、彼らは強い。そこで我々が勝つ為の至上の策は、各個撃破をしつつ、必ず戦場に出ているであろう日ノ本アカリを殺害、もしくは捕虜にする事です」

			　敵の砲撃を受け、揺れる富士要塞。山を掘って作っている為、振動を受けるたびにパラパラと砂が落ちてくる。

			　それでも出雲はいつになく冷静だった。夫が自分の為に見せてくれた怒りが嬉しかったのかもしれない。だからこそ、絶対に夫を勝たせたい。

			「なるほど……だが、本当に日ノ本は戦場に出てくるのか？」

			「それは間違いありません。それがあの少女のカリスマ性の一つでもありますから」

			　どんな戦場であっても前線に立つ。現代戦闘の常識から外れた指揮官である。

			（確かに前線の兵たちにしてみたら最高の指揮官かもしれない。でも、私たちからすれば、そここそ彼女の最大の弱点でもある）

			　出雲は冷徹に勝利だけを見据えた。

			


			「いたぞ！　東海軍の腰抜け兵だ！　我々の力を思い知らせろ！」

			　戦国時代のような甲冑を身に着けた幕府軍が、数を頼りに東海軍を圧殺にかかる。

			「退けっ！　退けぇ！」

			　それに対して東海側はすぐに退却命令を出す。

			「腰抜けがぁ！」

			　バンッ！　ババババンッ！

			　銃声が鳴り響く。

			「そ、側面からかっ！」

			　前方の敵を追っていたところに突如加えられる銃撃に、幕府軍兵は一瞬驚愕しつつも、すぐに敵を発見した喜びの声を上げた。彼らの身に着けている甲冑は、無駄に戦国時代を模しているだけではない。どれだけの銃弾を受けても、すべて弾く。決して貫かれる事はない。

			　側面攻撃を仕掛けてきた部隊に、幕軍は殺到する。

			　が、出雲の作戦はこれを見据えたもの。

			『敵が追って来たら逃げるだけでいい』

			　という彼女の指示により、東海軍兵は逃げ出した。

			　そして次の瞬間、追っ手は地雷を踏んで爆発。幕軍の一部隊は木っ端微塵となった。

			　ほとんどの戦闘は樹海で行なわれている。地の利は富士を要塞にしている東海側にあるのは当然の事。その上、少数である事がゲリラ的戦法を可能にする。しかも幕軍は数の上での優勢から、完全に東海軍を舐めて掛かっていた。その油断が、彼らを次々と自爆させていく。単純な策でしかないが、だからこそ有効な策だといえよう。

			「よし！　玉鋼参謀の策は当たりだ！」

			　東海軍兵は、徐々に鈍重になっていく幕軍の姿に喜びの声を上げた。

			


			「作戦は成功だな」

			　司令室のモニターに映し出される戦況を見つめながら、義樹は小さく拳を握る。

			「いえ、まだです」

			　夫に対し、出雲は首を左右に振った。

			「このままではいずれ必ず数で負けます。だから──」

			　通信が入ったのはそんな時。

			『大佐！　見つけました。間違いありません。日ノ本です。日ノ本アカリです！』

			　モニターは映像を切り替え、金色の甲冑を身に着け、刀を振り回す少女の姿を映し出す。

			「出雲！」

			「はい、間違いありません！」

			　テレビで何度も見た事のある印象的な姿。間違いようがない。

			（勝った！）

			　今度は出雲も拳を握り締めた。高揚感が身体を駆け抜ける。夫と互いに目を合わせ笑いあった。例え相手が少女でも、敵である限りは殺す。

			「よし、う──」

			　義樹が撃てと命令を下そうとする。

			　だが、そこで戦闘は停止した。

			＊

			　富士要塞での戦闘は東海軍の敗北に終わった。

			　原因は東海首都が前線には知らせずに、新生幕府に降伏してしまった為である。幕軍は戦力を富士にすべて投入したように見せかけ、その裏では東海首都に対しても軍を動かしていたのだ。

			　知らせが届いたのは日ノ本アカリを狙撃する直前の事。同時に戦闘中止命令も届いた。

			　それでも出雲は夫に対して狙撃するように進言している。しかし、義樹はそれを断った。自分たちはあくまでも命令を遂行する軍人であるという信念が、彼に攻撃を止めさせたのだろう。

			　現在二人は幕軍が用意した馬車に乗り、アカリの待つ本陣へと向かっている。

			「僕が最後に攻撃を止めた事……君はやっぱり怒ってるよな」

			　馬車に揺られながら、義樹は自嘲的に笑う。

			「いえ、そんな事はありませんよ……。あなたが攻撃を止めたのは立派な事です。あそこで撃っていたら、私たちは幕府と変わらなくなってしまう。馬鹿だったのは私のほうです」

			　どんな場合であっても冷徹な表情を消す事がない参謀が、しゅんと肩を落とす。表情はどこか寂しそう。夫の前でしか見せない弱気な姿だ。

			　義樹はそんな妻の肩を抱き寄せる。

			「大丈夫だよ。確かに僕らは負けた。でもさ、これでもう戦わなくて済むんだ。軍を辞めて、君と由利ゆりの三人で一緒に暮らそう。もう、離れていなくてもいいんだ」

			「……由利。会いたいな……」

			　戦争の為に離れざるを得なかった、生まれたばかりの娘の姿が思い浮かぶ。

			「すぐに会えるさ」

			「うん」

			　夫と見つめ合う。そのまま互いの唇を近づけた──ところで馬車は止まった。

			


			　二人が連れてこられたのは、富士の麓に作られた簡易指揮所だった。

			「よく来た。余が日ノ本アカリである」

			　指揮所は地面に天幕を張ったようなもので、それ程広くない。指揮所の中央には床机が置かれており、日ノ本アカリはそれに腰をかけて待っていた。脇にはマユリも立っている。マユリの顔は、なんだか熱でもあるかの様に赤い。

			　アカリは十代半ばから後半くらいに見える少女だった。かなり小柄である。髪は短いショートヘアーで、金色の甲冑を身に着けたまま。まるで無理して着飾った五月人形のようで、正直似合っているとは言い難い。幕府とか甲冑とか、趣味はよくないのだろう。

			「ご挨拶痛み入ります」

			　義樹が恭うやうやしく頭を下げた。

			「なに……で、早速本題に入るが、お主たちには富士要塞に残った兵たちの武装解除を任せたい。それが済んだら、我が軍に加わるように。特に出雲少佐の力は余にとっても必要なものだからな」

			「……光栄な事です。ただ、申し訳ありませんが、私はこの後も軍に残るつもりはありません。除隊しようと思っています」

			　馬車の中での夫との会話を思い出す。

			「なるほど。では仕方ないな」

			　すると少女はあっさりとそれを認めた。

			「安心しろ。除隊後の安全は余が補償する」

			　ここで一度エッヘンと胸を張る。先程まで敵として戦っていたというのに、ちょっと可愛い。

			「では、これから余はすぐに東京に戻らねばならぬので、後の事はマユリと相談してくれ。マユリよ、無駄かと思うが我が軍に加わるように説得も頼むぞ」

			　マユリはどこかぼうっとしたような表情を浮かべたまま、コクリと頷く。

			「よし。では機会があったらまた会おう」

			　なんだか無理して偉ぶっているように見える少女は、無駄に不敵な笑みを浮かべると、指揮所を後にした。

			（……なるほど）

			　僅かな対面でしかなかったが、アカリのような少女が一政権を担っている理由が少しだけ分かる。彼女には仕えたいと思わせる何かがあった。

			「ではマユリ……殿。我々は武装解除の為に要塞に戻らせていただきます」

			　義樹も同じ様な感想を持ったらしく、表情は妙に晴れ晴れしい。

			「いんやぁ……それは駄目だぁ」

			　そんな気分に水を差すかの様な声と共に、柏木が武装した兵を連れて指揮所に姿を現す。

			「……柏木さん……どういう事ですか」

			　女参謀の表情には、すぐに嫌悪の色が現れた。

			「なに、俺は公方様とは違って疑り深いんだよ。特に少佐殿は策謀に長けていらっしゃる。と、いう事で……本当に心から降伏しているのか試させてもらうよ」

			　柏木がサッと手を上げた途端、兵の槍が義樹へと向けられる。

			「な、こ、これは!?何のつもりだ！」

			「だからさぁ大佐殿。確認するって言ってるだろぉ」

			　下卑た笑み。それは柏木だけでなく、部屋に入ってきた兵士全員に共通していえる事である。出雲の事を人ではなく、性欲処理の道具としか見ていない視線。

			「……マユリさん。これは一体何ですか？　まさか、これが将軍の意思なのですか？」

			　眉間に皺を寄せながら、将軍に告ぐ地位である副将軍マユリに疑問を投げかける。だが、マユリはビクリと身体を震わせ、落ち着きない視線を左右に走らせるだけ。何も答えてはくれない。初めて会った時とはまるで違う姿だった。姉の名に弱いのだろうか？

			「そいつに聞いても無駄だよ。既にその女は俺の肉奴隷だからな。ほら、見せてやれよ」

			　命令されたマユリは、顔を真っ赤にしたまま唐突に袴をずり下ろした。

			「なっ！」

			　思わず驚きの声を上げてしまう。

			　彼女は下着を身に着けていなかった。それどころか、薄い繁みに隠された秘部に、巨大なバイブが突き挿さっている。それは機械音を立てながら、蠢いていた。ポタポタと愛液が地面に落ちていく。

			「もちろん、公方様はこの事を知らない。もし知ってたら、俺の首は胴体とはおさらばだ」

			　この言葉で合点がいった。やはり始めの降伏条件も、この男が勝手に創作したものなのだろう。

			　ギリッと奥歯を噛み締める。すぐにでもこの男を撃ち殺してやりたい心境だった。

			「おお怖い顔だ。だが、分かっているんだろ？　俺の言う事を聞かなければどうなるか」

			　槍を突きつけられた義樹に、柏木が意味ありげな視線を向ける。はっきりと言葉に出さないが、逆らえば殺すという事か。

			「か、構うな！　僕の事はいい！」

			　夫が声を荒げると、首筋に突きつけられた槍が動く。薄皮一枚が斬れ、血が滲んだ。

			「義樹さん！」

			　思わず声を上げる。軍人ではなく、妻としての姿が顔を出す。

			「義樹さんだってよ！　くぅ～、羨ましい！　そんな風に呼ばれたいもんだ！」

			　兵士たちが下品な笑い声を上げた。

			「この男をぶっ殺して、俺たちのものにしちまうか！」

			　トンでもない事をサラリと言ってのける。勝者としての驕り。絶対優位の立場に立っている事への自信。自分たちは何をしてもよい。この場の兵士たちは、本気でそんな事を考えている様に見える。殺すと言えば本気で殺しかねない。

			「俺に逆らわないほうがいいぞ。いいか、死ぬのは夫だけじゃない。富士に残ったお前の部下たちだって、俺の裁量で始末する事もできるんだ」

			　試すような言葉で、ニタニタと柏木は笑う。

			　部下たちの姿が思い浮かんだ。自分を信頼し、共に戦ってきた仲間たち。死ねと命令すれば、きっと彼らは死ぬだろう。それだけの繋がりがある。だからこそ、彼らを守るのは上官たる出雲たちの仕事だった。

			（私は……）

			　槍を突きつけられた夫と、一瞬だけ目を合わす。そして、一度大きく息を吸い、血が滲むのではないかという程、強く拳を握り締めた。

			「分かったわ……それで……なにをすればいいの？」

			　真っ直ぐ柏木を見た。迷いはない。自分は軍人。皆を守る軍人なのだ……。

			「くく、素直で結構。では、早速俺のペニスを少佐殿の……そのでかいオッパイで気持ちよくしてもらおうか」

			　言葉と共に、柏木の股間部が膨らむ。その光景だけで十分嫌悪に値する。

			「い、出雲……」

			　今にも泣き出しそうな夫の声。自分の妻が他人に奪われそうだから、というわけではない。彼とて妻の決心の意味を理解している。

			　そんな義樹だからこそ守らなければならない。

			（私は大丈夫だから）

			　夫の姿を見つめながら、強い視線で頷いてみせると、ぐるりと兵士たちが周囲を囲む中、中央に立つ柏木の前に跪いた。

			（こいつらが満足さえすれば、私たちは解放される。その時は……）

			　羞恥と共に暗い殺意を覚えながら、敵の袴に手を伸ばす。

			「おっと、その前に少佐殿がオッパイを出すのが先だ」

			「くっ……わ、分かったわ」

			　抵抗がない筈がない。それでも命令には逆らえなず、服の前ボタンを外した。プチプチと一つ一つ外していくごとに、周囲の男たちから歓声が上がる。

			（冷静に……、反応するな。ここで恥ずかしがっても奴らの思う壺だ。私は負けない）

			　下品な言葉を受け流す。羞恥心を消し去ろうと努力する。

			　やがて前ボタンがすべて外れ、プリンと乳房が露になった。黒いレースの下着が柔肉を隠し、ムチムチと弾力がありそうな肉が、苦しそうに己を主張する。緊張の為だろうか、表層にはうっすらと汗が浮かぶ。

			「さあ、ブラも外すんだ」

			「い、言われなくても分かってる！」

			　ギリッと奥歯を噛み、反発するように強がりながら、下着を取り去る。

			　張りのある双丘が衆目に晒された。胸はとても掌では覆いきれそうもないほど大きい。だが、決して垂れる事なく、美しい形を維持している。薄ピンク色の乳輪はそれ程大きくもなく、また小さ過ぎもしない。

			「すげ……あんなでかくて形のいい胸初めて見た」

			「くそ～！　この男があれを毎晩吸ってたのかよ！　うらやまし～！」

			　口々に勝手な事を口走る男たち。それに反応するかのように、白い肌がうっすらと朱色に染まった。

			（何も知らないくせに勝手な事を）

			　敵に見られている屈辱と羞恥を怒りで誤魔化しながら、両手で胸元を隠そうとする。

			「隠すな。皆に見せるんだ。それから……、今度はこちらの番だな」

			　柏木が出雲の両腕を掴み、腰の位置まで持っていく。

			「……くっ」

			　何もできない自分を恥じながら、袴をずり下ろした。

			「く、臭い！」

			　瞬間、思わず声を上げてしまう。

			　肉棒が露になると共に鼻に届いてきた臭いは、吐き気を催させるには十分過ぎるもの。まるで腐った卵のような臭気。ペニスは全体的に黒ずんでおり、皮も被ったまま。先端から覗き見えるワレメにはびっしりと恥垢が付いていた。

			「どうだ凄いだろ。こんな事もあろうかと、生まれてから一度も自分では洗っていないんだ。恥垢を取るのは女の仕事だからな。仮性包茎だからちゃんと剥いてくれよ」

			　堂々と宣言しつつ腰を突き出してくる。それだけで臭気が強まり、自然と眉間に皺が寄った。嫌悪感が込み上げてくる。心が揺らぎそうだった。決意はしていた筈なのに……。

			「やめろ！　もうそれ以上は！　自分の事だけを考えるんだ！」

			　そんな妻の姿を見かねた義樹が叫ぶ。沈痛な悲鳴だったが、逆に出雲は少しだけ落ち着く事ができた。

			「……だ、大丈夫。これくらいなんともないわ……だ、だけど……」

			　一瞬の躊躇と共に、夫に視線を向ける。眉根に皺が寄った、悲しげな顔。

			「できれば……見ないで下さい」

			　これまでになく、その声は弱々しい。そして肉棒に手を伸ばし、皮に手をかける。

			（熱い）

			　皮の上からでもはっきり熱が伝わってきた。肉茎がどくどく脈打つ。戦争が始まって以来夫と交わってはいない。一年ぶりともいえるペニスの感触に戸惑う。同時に身体に芯が僅かに疼いた。久しく忘れていた肉の感触に、出雲の女が鎌首をもたげようとする。

			（違う。そんな事ある筈がない！）

			　自分自身に言い聞かす。

			「どうした？　旦那ので慣れてるだろ？　ベロベログチャグチャしてるんだろ？　早くしろよ。それと大佐殿もちゃんと見てるんだぞ。視線を外せば、少佐殿を殺す」

			「ひ、卑怯な……」

			　義樹の声は弱々しかった。彼も妻の命がかかっていれば見ざるを得ない。

			（ごめんなさい）

			　部屋にいる全員の視線が集中しているのを感じつつ、敵肉棒の皮を剥く。

			「き、汚い！」

			　皮の下から現れた亀頭は全体的に恥垢に覆われており、元の肌を確認する事さえできない状況だった。臭気もより強くなる。胸の辺りが気色悪さで熱くなった。

			「……き、汚いとは酷いな。そんな他人を貶めるような事いってる暇があったら、さっさと挟んでくれよ。もう我慢の限界なんだよ」

			　文句を言いながら、ピクピク肉棒を動かして見せてくる。まるでこちらを馬鹿にしているかのような柏木の行動に、隠しきれない怒りと嫌悪と軽蔑を表情に表しながら、乳房に両手を添え、ペニスを挟み込む。

			　本当はこんな事をやりたくはない。心が引き裂かれそうなほど痛かった。

			　谷間に直接熱気が伝わってくる。豊満な肉に肉茎が喰い込む。乳肉がペニスと触れ合い、潰れていった。

			　乳房に感じる肉棒の硬さ。まるで肌を直接陵辱されているようだった。

			「ほら、もっと力を入れろ」

			　不快感からどうしても一歩腰が引けてしまう。しかし、柏木はそれを敏感に察知し、命令を下してくる。

			「分かってるわよ！」

			　屈辱感に声を荒げ、身体を震わせながら身体を憎むべき敵の腰に押しつけた。乳房が圧力によって形を変え、左右の乳頭が擦れ合う。

			「んくっ！」

			　ピリッと脳が痺れるような甘い感覚が走る。

			「おや、もしかして少佐殿は……胸が弱いのかな？」

			　敵は一瞬の変化さえも見逃さない。しかもそれは的を射た真実だった。夫しか知らなかった身体の秘密を知られ、悔しさに身が捩れる。

			（こんな奴にいいようにされて……。こんな奴に……）

			　屈辱で心がズタズタに引き裂かれそうだった。それでも心だけは強くもつ。

			（屈するな。どんなに、どんなに汚されても。屈しなければ、心さえ折らなければ、絶対に、絶対に光明はある！）

			　決意を胸に秘め、乳房に手を添えながら、身体を上下に揺らす。谷間に挟んだ肉棒を、柔肉で優しく扱き始めた。

			　たわわに実った果実の合間に、汚濁に塗れた棒が埋没していく。まるで胸に肉棒を挿入されているかのような感覚。伝わってくる熱。硬さ。

			「んっんっんん……」

			　動かすごとに乳頭が擦れ、どうしても声が漏れてしまう。久しく味わっていなかった肌と肌が混ざり合う感触が甦ってきた。夫以外の相手だというのに、はしたなく身体は反応してしまう。

			（違う！　違うっ！）

			　そんな自分自身を、心の中で必死に否定し続けた。

			「はあはあ……」

			　だがどうしても息が上がってしまう。昂る肉体。熱を持つ秘部。男を知っている女の肉体は、理性だけでは止まってくれない。

			「おいおい、大分慣れてるじゃないか。やっぱ大佐殿にも毎晩こんな事しているのか？」

			　げたげたと男が笑い声を上げる。

			「う、五月蝿い！　あ、あなたには関係ない事でしょ」

			　顔が真っ赤に染まった。

			（こんな事、あの人にだってした事はないわよっ！）

			　改めて思い出される事実に、罪悪感と屈辱感が膨れ上がる。

			　思いに比例するように、挟んだ肉棒まで膨れ上がった。

			　何度も柔肉に扱かれた為、擦れた恥垢がポロポロ崩れていく。先端のワレメからは先走り汁が分泌され、チンカスもうっすら湿っていた。その為出雲の白い肌に、汚物が張りついてしまう。

			　ニュグッニュグッニュグッ。

			　耳を塞ぎたくなるような、湿った音が響き始める。分泌液で湿る乳房。すぐにでも身体を洗いたい衝動に駆られるほどの恥辱だった。

			「まだまだだな。今度はナメナメも追加してくれ」

			　馬鹿げた命令に思わず殺気立った目で睨みつけようとしたが、義樹の姿が思い浮かび、ギリギリのところでそれを押し止めた。

			「ん……くぅ……ちゅむぅ……」

			　躊躇いつつ、未だ恥垢に塗れた亀頭に舌を伸ばす。

			　ぴちゅっ。

			　先端部に舌が触れた。

			「ふぅっ！　に、苦い……」

			　伝わってきたのは味覚が痺れるのではないかという程の苦み。ザラついた肉肌の感触に全身に鳥肌が立ち、先走り汁がネットリと舌に絡みつく。思わず舌を離すと粘着糸の橋が亀頭から伸びる。

			「苦いはないだろ。ちゃんと旦那にやるようにやるんだぞ」

			　勝手な事を口走りながら、柏木は乳房に両手を添えてきた。

			「それからこっちもちゃんと動かせ！」

			　敵の指が乳肉に喰い込む。そのまま胸を揉みしだきながら、腰を動かし始める。

			　ちゅぐちゅちゅぐちゅ、くちゅぅ。

			「んあっ！　ちょっ！　んんっ！　あっあっ、だめぇっ！」

			　舌が触れる程度に位置にあった亀頭が、腰の動きに合わせて顔に押しつけられた。餅を捏ねるかのような動きで柏木の指が動くたび、胸から全身を溶かすかのような痺れが走る。

			（これは違う！　私は、私は感じてなんかいない！）

			　性感がどうしても生じてしまう。胸の奥底から、何か熱いものが乳首に向かって吹き上がろうとしている。

			「んちゅ、ふぅふぅ……不味い……苦い……ふあっ！」

			　肉棒を舐める事に力を込めたのは、上がってくるものを誤魔化す為か？

			「おお、いいぞ！　こんなにいいパイズリは初めてだ！」

			　先端のワレメを穿ほじるように舌を動かしたかと思うと、円を描くような動きで亀頭を舐め回す。舌先によって剥がされた恥垢が、口周りにベタベタと張りついた。

			　ちゅぶっちゅぶっちゅちゅちゅぅ。

			　カリ首に舌を巻きつけながら亀頭や肉胴に口づけする。頬を窄めて吸いたてると、恥垢が剥がれて口腔に流れ込んできた。苦味で眉根に皺が寄る。ペニスが先走り汁と唾液でベトベトになっていき、混ざり合った液体が醸し出す異臭が、出雲の鼻をつく。

			（うう、臭い。はぁ……熱い……）

			　吐き気を催させるような臭い。だというのに、全身が熱を持つ。皮膚から汗が染み出す。胸で擦り、舐めるたびに亀頭が膨れ上がっていく。見つめる出雲の瞳は潤み、細まる。頬は赤く上気していた。

			「そろそろだ！　そろそろ射精すぞ！」

			　熱に浮かされたように、柏木が限界を口に出す。

			「だ、駄目！　こ、このまま射精す──んひっ！」

			　胸を揉む手にも力が籠もる。

			　捏ね回され、ペニスによって擦られ続け、勃起する乳首。そこに更なる負荷をかけられ、我慢できずに情けない嬌声を上げてしまう。

			（だ、駄目。何か……何かが胸の奥から……）

			　揉まれるたびに全身に快楽が走る。思考を溶かすような甘い痺れ。ピクッピクッと足先が痙攣する。醜い男に感じさせられているという事実に、込み上げてくるのは悔しさばかり。感じまいと歯を喰い縛る。

			　だが、そんな出雲を嘲笑うかのように、谷間の肉棒が激しく痙攣を開始した。

			「イクぞ！」

			　ブビュッ！　ドビュゥッ！　ドッブドッブドッブ……ドビュルゥッ！

			　肉先から白濁液が噴出する。亀頭に纏わりついていた舌を押しのけ、降りかかる熱液。淫心を刺激する牡の発情臭が広がっていく。美しい出雲の顔が、牡汁に陵辱される。

			「ひあっ！　や、きたな、汚いっ！　あ、ひんっ、だ、駄目！　駄目ぇっ！」

			　一瞬頭の中がパニックになり、張り詰めていた心に油断が生まれ──

			　プビュッ。

			　薄ピンク色の乳頭から、白い液体が噴出した。

			「お、すげぇ！　乳が出たぞ！」

			　見物していた兵士から露骨な言葉が飛び出す。

			「ん、くっひぃいいいっ！」

			　射乳の瞬間、開放感にも似た快楽が全身を包む。痙攣する乳首。ピュルピュルッと母乳が漏れ出るたび、全身が痺れる。背中が反り、白い首元が露になった。身体中を震わせ、

			「うあっ！　見るなぁ！　見ないで、見ないで！」

			　少女のように悲鳴を上げてしまう。それが更に敵を喜ばせる事に気がつけない。

			　顔は白濁に染まり。乳首は乳色に染まった。

			「なるほど。確か少佐殿には子供が一人いましたな。うん、美味しい」

			　噴き出たミルクを指で掬い上げ、柏木は舐めてみせる。娘に与える為の母乳を味わう敵の姿。母乳の温もりと、甘さを含んだ匂いに包まれながら、出雲は弱々しい瞳で、柏木を睨みつけた。悔しさに拳を握るのだが、力が入らない。

			「もちろん大佐殿もこれを飲んでますよね」

			　義樹に向かって勝ち誇った顔で、何度も乳を舐めながら敵は笑う。

			　対する夫はどこか悲しげな表情だった。

			「つまらん……。さて少佐殿。もちろんこれで終わりではない事は、分かってるな」

			　言葉と共に柏木が周囲に視線を向けると、周りを取り囲んでいた兵士たちは、既に下半身を露出していた。

			「全員を気持ちよくさせるなんだぞ」

			「はあはあ……分かって……はあ……いる」

			　どこか瞳を潤ませ、荒い息を吐き、顔に付いた白濁液を拭いながら、出雲はそれでも殺気を込めた言葉で答える。

			（諦めない。絶対に！）

			　夫と娘の笑顔、軍人としての矜持が、彼女の心を支えていた。

			


			　部屋にいる兵士は十人以上。彼らが全員で出雲を取り囲む。義樹に対しては、柏木自身が槍を向け、その横には、下半身を剥き出しにし、未だにバイブを挿したままであるマユリが、赤い顔をして俯いていた。陵辱される出雲の姿を、羨ましそうに見つめている。

			「んぐっ、んぐぅっ！　んべっ、はあはあっ！」

			　体勢は先程パイズリを行なった時と同じ。跪いたまま、口には肉棒が突き入れられていた。谷間にも挟んでいる。左右からも乳房に押しつけられる二本の肉棒。もちろん掌にも。軍服や髪にまでペニスが纏わりつく。あぶれた者は周りで笑いながら自慰をしていた。

			（こんな、汚い。臭い……）

			　自身の置かれた状況に、涙が流れ出そうになる。だというのに、積極的に肉体は動く。口に含んだ肉棒に舌を絡みつかせ、上半身を振る。掌は輪を作り、肉根から肉先までを激しく扱いた。しかも、自分自身では、その動きに気づいていない。

			「おらっ！　もっと気合を入れて扱けよ！」

			「旦那にも見せてやれよ！　ほらほら、この勃起した乳首をよぉっ！」

			　兵士の指が乳頭を弾き、指で挟む。

			「ん、んぼぉっ！　んおおぉっ！」

			　ピュッピュッ！

			　張った胸から母乳が飛び出る。

			（また、また出て──いやっ、いやぁっ！）

			　射乳のたびに、出雲の全身は何度も痙攣してしまう。

			「すげぇすげぇ。こんなにミルク出されたら、俺たちも頑張らなきゃって気になるよ。よし、射精だすぞ、射精すぞぉっ！」

			　髪が巻きついた肉胴が膨張し、亀頭がパンパンになった。

			　ブビュッ、ブビュルゥッ！

			　射精が始まる。降りかかるザーメンシャワー。軍帽が汚れ、美しい黒髪が白濁に染まった。更に精液は髪を伝って顔にまで流れ落ちてくる。肌の上を熱液が流れるのを感じ、不快感に硬直する身体。肉体に牡汁が染み込んで来る様な気がする。

			（穢される！　私が、汚されるっ！）

			　恐怖に瞳が見開かれ──

			「こっちもイクぞ！」

			　口腔に突き込まれた肉棒の震えが舌に伝わった。

			「んぶっ、だむぇえっ！」

			　射精が近い事を察し、必死にそれを制止する。

			「駄目じゃねえよ！　こっちもだ！」

			　そんな出雲を嘲笑うかのように、身体中に突きつけられた肉棒も痙攣を始めた。

			　十数本の陵辱棒が一斉に震え出す。硬度が増し、肌を圧迫してくる。密着した肉棒によって、風呂にでも入っているかのように全身が熱い。

			　気づかぬ内に出雲は、身体を上下に振っていた。自ら積極的に乳房に密着した肉棒に刺激を与える。白い肌は粘着液でベタベタだ。

			（こいつら、殺す……殺してやる！）

			　自分の見せている情けない状況にも気づかず、潤んだ瞳に殺気を込めて男たちを睨む。

			　が、そんな出雲を嘲笑うかのように、肉棒が痙攣を始め──、

			　ドビュブッ！　ドブルドブル、ドッビュルルゥゥゥッ！

			「んぐ、くむぅううっ！」

			　大量の白濁液が口腔で、谷間で、掌中で、肌や軍服の上で弾けた。自慰をしていた男たちも射精を開始する。全身に熱液が降りかかり、汚液塗れにされてしまう。

			「おぶぅううっ！」

			　口腔は一瞬でザーメンに埋め尽くされた。あまりにも量が多過ぎる為、鼻から溢れ出してしまう。

			「おごっ！　は、にゃ、はにゃがぁあっ！　んぐっ、くっさい、くさひぃっ！」

			嗅いでいると何故か喉がカラカラに渇く精臭を久しぶりに感じる。身体中に感じる牡の臭い。白濁液で身を汚されるたび、忘れていた性欲が甦ってくる。口腔の牡汁を飲み干したいという衝動が出雲を襲う。

			（熱い。臭い……駄目、それだけは……）

			　それでも飲む事だけは必死になって耐える。軍人として、という以上に女としての矜持だった。

			　ずる、ぶじゅる……。

			　口からペニスが引き抜かれていく。

			「おえっ、おげえっ！」

			　カリ首が唇を外に捲りながら完全に外へ出て行くと同時に、出雲は大量の精液を口から吐き出した。

			　ビチャビチャと音を立てながら汚濁は地面に落ちる。白濁の糸が何本も口から伸び、鼻からも垂れ下がっていく。

			（悔しい……こんな、私が……義樹さん……）

			　身体中を白濁に塗れさせながら両手を地面につき、肩を震わせた。

			「かなり酷い事になったな。臭くて鼻が曲がる。それに」

			　ワザとらしく鼻を摘まんだ柏木が口を開く。

			「公方様の神聖な指揮所が汚れてしまった。まったく、ちゃんと掃除をしろよ。おい」

			　そして、これまでずっと黙っていたマユリに指示を出した。すると少女は犬の餌を入れるようなトレーを取り出し、出雲に手渡してくる。

			「こ、これは……」

			　どうしても火照ってしまう肉体の反応を誤魔化しつつ、始めより大分弱々しくなった声で敵に問う。

			「そこにザーメンを集めろ。汚いからな」

			「な、なんだと！　そ、そんな事できるか！」

			　思わず上げる怒鳴り声。すると柏木は無言で槍を少し動かす。僅かであるが、義樹の首元に血が滲むのが見えた。

			「ぐ、う、うう……」

			　腰にぶら下げたままの銃へと手を伸ばしそうになる。我慢の限界が近かった。

			（でも……）

			　ここで柏木を撃ち殺す事ができても、義樹は殺されてしまう。富士で待つ部下たちも……。

			（くそ、くそぉ）

			　夫も部下も見捨てる事などできない。妻であり、軍人である自分。敵に対する憎しみを持ちながら四つん這いになる。屈辱的な体勢に怒りで肩を震わせながら、出雲は地面に溜まった精液を掬い上げた。両手の指に精液が絡まる。生温かい感触に込み上げる吐き気。

			「ほらほら、綺麗に掃除して下さいよ！　アカリ様に怒られるのは勘弁ですからね」

			　兵たちがゲラゲラ笑う。

			（聞くな……。耳にするな）

			　唇を噛み締めながら、何度も何度も白濁液を掬う。あまりに情けな過ぎる姿……。

			「こ、これでいいの」

			　やがてトレーの中にはたっぷりと濃い液が詰まる。

			「ああ、それでいい。今度はそれを犬のように飲んでもらいたい」

			「これを！」

			　絶望的な命令だった。

			「その通り。そのままじゃ濃過ぎるだろ。俺は優しいからな……特別に薄める事を許可する。ただし、薄める液は少佐殿のミルクだ」

			　柏木は出雲に対し、母乳を搾り出せと言っている。しかも、許可するという言葉を使った命令。拒否は許されない。

			（この！）

			　我慢の限界だった。今度こそ銃を握り、引き抜く。柏木の額に銃口を突きつけ──、そこで出雲の動きが止まった。

			「どうした？　撃たないのか？」

			　敵の声が聞こえてきたのは、義樹の背後から。柏木は彼の身体を盾にしていた。

			「う、く……」

			　出雲は完全に硬直する。カタカタと握った銃が震えた。夫と目が合う。

			「わ、私は……」

			　罪悪感が湧き上がってきた。自分がした事は、裏切り以外の何物でもない。夫が人質にされている事を知っていながら、敵に対して逆らってしまったのだ。同時にこれは、部下に対する裏切りでも……。

			　だが彼は何も言わない。どこか寂しそうな表情を浮かべている。無言の内に、自分の事は、部下の事はもういいという感情が含まれているのが分かった。柏木を撃って逃げろと告げている。裏切りを非難する視線ではない。

			（義樹さん……皆……）

			　それが余計に自分自身の行為を恥ずかしく感じさせる。彼を、部下を見捨てる事などできる筈がない。

			　ガチャンッ！

			　銃が床に落ちた。

			「おや、撃たないのかぁ？」

			　挑発するような言葉が向けられる。撃てない事を分かっていて、柏木はニタニタと笑う。出雲はそれを無視した。

			「む、胸から出せばいいのね」

			「違う。オッパイからミルクを搾り出すだ」

			「……お、オッパイからミルクを搾り出すわ」

			　夫を守るという使命感と、敵に命令されるという屈辱感に苛まれながら、出雲はトレーのちょうど真上に乳首が来る様な体勢を取った。子供が生まれたばかりの為に、乳房は張りを保ち、肥大化している。自分で見ても恥ずかしい。これを下種共に見られているとは、考えただけでもおぞましい。現実を考えないよう自身に言い聞かせながら、右乳房に両手を添え、搾った。

			　ピュッピュッ！

			「んっ、出るっ！」

			　痺れるような感覚。同時に白い母乳が噴出し、ベチャベチャとトレーに落ちていく。

			「すげー！　まるで牛だ！」

			「搾乳、搾乳！」

			　浴びせかけられるのは露骨な表現。

			「う、五月蝿い！　だまれ……！」

			　顔を真っ赤にしながら、搾乳を続ける。敵の言葉を無視しようと必死だった。

			　しかし、そんな意思に反するように、母乳を搾り、男たちに言葉を投げかけられるたび、身体は熱を持ち、昂ぶっていく。

			「いい光景だ。ただ、公方様が作り上げようとしている世の中は、すべてが平等な世界。当然男女平等。妻にばかり働かせる夫はいかん」

			　ニタッと柏木の口元が歪む。

			「な、なにをする気！」

			　義樹の事で黙っている事はできない。

			「少佐殿は黙って作業を続けていろ！　分かるなマユリ」

			　言葉を向けられたマユリは、一瞬驚いたように目を見開いたが、恥ずかしそうに頷く。

			「分かりました」

			　そう言って、マユリは義樹に向かって近づいていった。

			「何の真似だ。なにをされようと僕は屈しないぞ」

			　妻が頑張っている前で、自分だけが敵の前に膝を落とすわけにはいかない──とでも思っているのだろうか。近づいてくるマユリに対して、義樹は声を荒げる。しかし、彼の両腕は敵兵によって拘束されてしまっており動く事はできない。

			「屈しないか。大変結構な夫婦愛だ。だが、それはどういう事だ？」

			　柏木が笑うと同時に、マユリが彼のズボンを下げた。

			　露になったのは、勃起したペニス。ビクビクと痙攣し、己の存在を主張している。夫の肉棒を見た途端、一瞬だけ出雲の動きが止まった。ゴクリッと唾を飲み込む。

			「これは傑作だ！　自分の妻の痴態を見て、こんなに硬くなるまでペニスを勃起させていたってわけだ。最低だなお前は。少佐殿はあんたを助ける為に、あんな目に遭ってるっていうのによぉ」

			　屈辱で義樹の視線が下がる。

			「す、すまない。すまない出雲……」

			　弱々しい謝罪だった。

			「……ん、そ、そんっな、はあはあ……はんっ！」

			　ピュルッピュルッと搾乳を続けながら、夫の謝罪に対して首を振ろうとした。私なんかの事は気にしないで──と言おうとしたのだが、言葉にならない。目の前で夫まで陵辱されようとしている。自分以外の女と……。

			　眉根に皺が寄る。マユリに対する敵意の表情。

			（な、何を考えているの！　私、私は……）

			　散々自分は義樹の前で汚されたというのに、心のどこかで嫉妬してしまう。自分自身が、とても汚らしい存在に思えた。

			　夫婦のそんなやり取りに、柏木が手を叩く。

			「おや、嫉妬ですか？　くく、少佐殿も女だったというわけか。しかし、ひどい妻もいたものだ。自分は散々男に陵辱されてよがっていたくせによぉ」

			「ち、ちがっ！」

			「何も違わないさ。ほら、よく見てろ！　自分の夫が汚される様を。さあマユリ！」

			　命令に対してコックリと少女は頷くと、挿さっていたバイブを引き抜いた。

			「ん……はぁっ！」

			　ジュブッ！

			　ゴトッとバイブは地面に落ちる。同時に失禁でもしたかの様に、愛液が大量に太股を伝って流れ落ちていく。花弁は完全に開ききり、ピンク色のビラビラが覗いて見えた。牡を狙う捕食者のようにゆっくり蠢いている。

			　ペニスを見て、うっとりと表情を緩ます。先程まで静かだった少女と同一人物とは思えない。義樹の首に巻かれるマユリの両手。

			「や、やめろ！　やめるんだ！」

			　必死になって義樹は彼女の行動を止めようとする。

			「駄目です。柏木様の命令ですから。そ、それに……もう、もう我慢、我慢できないんです。はあはあ……だから……、ん、んんんっ！」

			　声色は少女のものではなく、牝のそれだった。

			　チュク。

			　立ったまま二人の性器が擦れ合う。マユリの表情がだらしなく崩れる。湿った音を奏でながら、少女の膣に夫の肉棒が沈み込んでいった。

			「ん……く、うう……」

			　兵士たちが自分を監視している為、搾乳を止める事ができないまま、出雲はその光景を目の前で見せつけられる。

			　もうずっと身体に迎え入れていない夫のペニスが、自分以外の女に奪われていく。

			（あ、あんなに、あんなに深く挿入はいって、挿入ってる……）

			　胸を搾りながら、ハァッと熱い息を漏らす。喉が渇く。思わず唾を飲み込んだ。キュンッと子宮が疼き、秘部からも愛液が漏れ、膣がヒクつく。

			「おいおい、夫が陵辱される姿を見て興奮してるのかよ！」

			　目敏い兵士に気づかれてしまう。

			「ち、ちがっ！」

			　否定はするのだが、肉体が火照っているのが自分でもはっきりと分かった。チリチリと肌が焼けるよう。乳を搾る手にも、自然と力が籠もった。夫が自分の乳房を揉んでいる姿を夢想してしまう。

			　そんな出雲の目の前で、二人の痴態は続けられる。

			「あ、ああ……は、挿入って、挿入ってきます。わ、私のマンコに、チンポ、チンポが」

			　マユリの瞳が細まった。頬はうっすらと紅色に染まり、口からは甘い吐息の混ざった言葉が漏れる。拡張した膣口からは愛液が分泌され、挿入される男根を濡らす。肉襞が淫らに蠢き、肉茎に絡みついていた。垂流れる体液が太股を伝う。

			　そんな光景に、キュンッと出雲の下腹部が反応した。

			　自然と夫の感触を思い出す。娘には絶対見せる事のできない情事の数々が、走馬灯のように脳裏を過ぎった。

			「はあはあ……んく……」

			　渇いた喉を思わず鳴らす。

			「おや、もしかして旦那さんのものを見て、やりたくなっちゃいましたか？」

			　兵士の一人が馬鹿にするような言葉を向けてきた。

			「だ、黙りなさい！」

			　声を荒げても、乳を搾りながらではまったく迫力など出ない。それどころか失笑される始末だった。

			　そんな出雲の様子を見て、柏木が何かを思いついたらしく、いやらしく笑いながら繋がりあう義樹とマユリの元へと歩いていき、二人の耳元で何かを告げた。

			「……と、いうんだ……娘を……」

			　はっきりと聞き取れなかったが、義樹を脅迫するような言葉。彼の顔が一瞬強張る。

			　そして──

			「ぐ……く、い、いい……ま、マユリのマンコは、出雲の……く、腐った……色情魔のま、マンコなんかより……は、遥かに気持ちがいい。あ、あいつのはチンコを……チンコを咥え過ぎて緩々だ……か……ら……」

			　信じられない言葉が口から漏れた。

			　苦々しい口調で、本心ではなく言わされている事が分かる。

			　それでも心に深く突き刺さる。表情は悲しみに染まり、ポカンと口が開いた。胸が痛い。

			「いい、あっあっ！　奥に当たって、子宮が突かれて……んん、凄くいいです！　あ、あんな女との間にできった……ああっ……ば、馬鹿な子供なんかじゃかくて、わ、わたっしとの、間にぃ……あ、赤ちゃん、赤ちゃん作りましょ──くひぃ！」

			　グッチュグッチュ。

			　嬌声を上げながら、激しく腰を振る少女。

			　立ったまま行なわれる二人の交接と、心を抉るような言葉。あまりの悔しさに、さすがに乳房を搾る手が止まる。

			「おい、誰がやめていいといった？」

			　いいながら敵はトレーを覗き込む。

			「お、もう十分ザーメンの中にミルクが混ざったか。それじゃあ次はトレーの中の二つの液体を掻き混ぜて混ぜるんだ」

			　柏木は下半身を露出したまま。先程射精したばかりだが、既に完全に勃起している。ペニスで出雲の頬を叩きながら、命令を下してきた。

			（わた、私は……）

			　ピンク色に頬を染めたまま、無言のままトレーの中に手を入れる。

			　……ぺちゅ。

			（あ、熱い）

			　生温かい感触が、皮膚に纏わりついてきた。

			「あっあっあっ！　カリが、カリが引っかかってる！　ひぃっひぃいい！」

			　少女の悲鳴は誰にも憚る事がない。耳に届く甘い嬌声に、何度も唾を飲み込む。口周りにこびりついたままの白濁液を、舌で舐め取る。その苦味に表情を歪めながら、命令されるがままにトレーを掻き混ぜていく。

			　どんな行為でも行なっていなければ、気が狂ってしまいそうだった。

			（あの人が。あの人が感じさせて──違うっ！　考えるな。だって、仕方がない。仕方がないじゃないの！）

			　下腹部はずっと熱を持ってしまっている。時折トレーから手を離す。すると指に絡みついた精液が糸を伸ばした。

			「ではそれを飲め。夫の痴態を見て興奮するような牝犬に相応しい姿でな」

			　ニタニタと柏木が笑う。牝犬などと呼ばれ、心に生まれるのは屈辱だった。

			（でも、義樹さんは……）

			　彼も自分の為に耐えているのだ。これぐらい耐えられない筈がない。

			　四つん這いになり、トレーに顔を近づける。鼻が曲がるような精臭を感じた。またそれは、本能を刺激する臭いでもある。

			　ゴクリ。

			　無意識の内にまたも喉を鳴らしてしまう。

			　ゆっくり顔を近づける。小さく口を開き、舌を突き出した。近づくにつれ、鼻をつく臭いが強くなっていく。沸き立つような熱気を肌に感じた。

			（うう、臭い。こんなモノを飲むなんて……）

			　理性では自分の行為を否定するのだが、決して動きをやめようとはしない。最早意思の力で止める事などできなかった。

			　白い汚濁のスープが目前に迫る。はあっと熱い吐息を漏らす。

			（仕方がないじゃない。仕方がないのよ）

			　ぺちゅ。

			　言い訳と共に、舌先を白濁液の中へと沈み込ませる。

			「んちゅ……くぅ……に、苦い……」

			　猫舌だったら耐えられそうもない熱気と、思考すら麻痺させる苦味が伝わってきた。ただ、母乳も混ざっている為だろうか、どこかほんのり甘い。表情が曇り、思わず声を出してしまう。

			　それでも行動を止めるわけにはいかない。

			　ちゅぷ、ちゅぷぷ、んちゅ……ず、ずずずず……ごく、ごくごく……。

			　舌だけでなく、唇も汚濁に沈む。口周りに牡汁が張りつく。汚れきった牝犬の顔。そんなものを周囲に見せつけながら、頬を窄めて液を飲む。

			「んげ、んげぇ……はあ、あ、熱くて……不味いのに……おえ、ど、どうして……」

			　飲み始めた途端、身体に変化が起こった。

			　ただでさえ熱くなっていた下腹部に、より激しいもどかしさが沸き起こる。久しぶりの男の味に、出雲の牝は敏感に反応していた。

			　四つん這いの状態で突き出した腰を、我慢できずに振ってしまう。

			「も、もっと！　もっとおくぅ！」

			　目の前で痴態を繰り広げるマユリが、とてつもなく羨ましく感じた。

			（違う！　そんな事、そんな事ある筈ない）

			　理性は必死に否定する。しかし、そんな彼女を嘲笑うかのように、いつの間にか背後に回っていた柏木の両手が腰に添えられた。

			「くく、本当に少佐殿はとんでもない牝犬だ。夫が交わる姿を見て、こんなに興奮するとは。大丈夫だよ。俺がすぐに慰めてやるさ！」

			　添えられた手がスカートを捲り、ストッキングと下着を破る。今まで隠し続けてきた秘部が、遂に露にされてしまう。

			「ひっ！」

			　夫以外に見せた事はない。恥ずかしさのあまり、秘部を両手で隠す。

			「なんだそれは。何も知らない少女のつもりか？　今更カマトトぶるんじゃないよ」

			　柏木が両腕を掴む。そのまま無理矢理出雲の指を花弁に引っかけ、肉襞を広げた。

			　クパアッと広げられた花弁。色素の薄い肉襞が晒される。どちらかといえば濃い繁みに守られた蜜壺は、愛液でびっしょりと濡れてしまっていた。肉襞が呼吸するように妖しく蠢く。クリトリスも包皮から解放され、肉棒のように完全に勃起してしまっている。触れる外気が冷たく、向けられる視線が肌をチリチリ焼くような気がした。体温が上がる。

			「だ、だめぇ！」

			　これにはさすがに黙っている事はできない。

			「駄目じゃない！　少佐殿の仕事は、そのスープを飲む事だ。ほら、口をつけろ」

			　ちゅぷ。

			「んひっ！」

			　再びトレーに口をつけるのと同時に、膣口に亀頭が触れた。柔肉に肉棒の熱を感じる。待ちに待ったものを与えられる喜びに、肉体は勝手に反応してしまう。亀頭が何度も秘裂を往復した。

			「ん、あっあっあぁっ！」

			　花弁がそこだけ別個の生物のように蠢き、肉槍に絡みつこうとする。

			（挿入れられる！　こんな、こんな男のペニスがぁ！）

			　湧き上がって来る恐怖。今まで夫以外を迎え入れた事はない。

			（でも、何で？　なんでぇ？）

			　だというのに、触れられているだけでは物足りなく感じる。

			「さあ、ほら、スープの感想を言うんだ。皆が少佐殿の為に出してくれたスープだぞ！」

			　膣口に触れたままの命令。

			　本能は早く突き入れて欲しいと願ってしまう。

			（有り得ない！　有り得ないぃ！）

			　自身の本能を必死に否定する。

			「んじゅ、あ、ああ……し、舌に……ちゅぷちゅぷ、か、絡んで……と、とっても、おい──しひぎぃっ！」

			　じゅぶう！

			　想いを誤魔化すかのように、精液を舐める舌の動きを活発にさせ、感想を述べている途中で、肉棒が膣内に侵入を開始した。

			　肉襞をゴリゴリと削りながら、蜜壺を拡張していく。カリ首が膣壁に引っかかり、一瞬目の前が真っ白になるほどの快楽が走った。肉体にぽっかりと空いた穴に、蓋がされていく。肉棒が奥へ奥へと進んでいくごとに、身体中を包み込んでいたもどかしさが消えていった。

			（うあああっ！　は、挿入って、挿入ってくるぅっ！）

			　ほぼ一年ぶりに迎え入れる牡。ペニスの感触がとても懐かしい。ゴツゴツしていて熱くて、それでいて全身を包み込むような気持ちよさを与えてくれるもの。相手が敵である事も忘れ、だらしなく表情を崩す。

			「あ、ひぐっ！　おっおっおぉっ！　は、挿入って、ほひぃっ！　あつ、あつ──んぶぅ」

			　トレーから顔が上がる。出雲の肉体が弓形に反っていく。白い喉が衆目に晒される。

			「おいっ！　お前はザーメン飲めっていわれてるだろ！」

			「おじゅぅっ！」

			　兵士たちはニヤけた顔で罵倒しながら、無理矢理出雲の頭をトレーに押しつける。顔は精液スープに沈んだ。

			「んおっ！　ぶぶぶ……く、くるしひっ！　んじゅっ、んじゅぅっ！」

			　息が詰まる。呼吸しようとしても、頭は押さえつけられており、女一人の力ではどうする事もできない。ただ情けなく両手をバタつかせる。臭みを帯びた牡汁が、口だけでなく、鼻の中にまで流れ込んできてしまう。

			（くっさひぃ！　こんな、こんな汚いものぉ！）

			　苦しみと情けなさと、そして気持ちよさ。様々な感情が混ざり合う。気づかぬ内に瞳からは、涙が溢れていた。そして、その涙さえも白濁液に混ざっていく。

			「おうおう、そんなに喜んでくれるか。くく、それではもっと喜ばせんとなあ」

			　苦しむ出雲の姿を笑いながら、柏木がペニスを突き込んだ腰を動かし始めた。

			「おみゅああっ！」

			　一突きされ、意識が飛ぶ。敵に対する嫌悪までも、溶けてしまいそうな甘い痺れ。

			　じゅぶじゅぶと肉襞を巻き込みながら、肉棒を引き抜いていったかと思うと、今度は激しい勢いをつけて押しつけてくる。一突きごとに全身を刺し貫かれるような気がした。

			　パンッパンッパンッ！

			「おぶっ！　んあっ！　あだるぅ！　お、おっくに、あたるぅ！　んぶっ！　ご、おげっ！　おえっ！　んひっ！　だ、だむぇっ！」

			　身体中を肉棒で掻き混ぜられているかのよう。突かれるたびに愛液が周囲に飛び散る。ガクガクと震える膝。思考が掠れ、溶けていく。息ができない苦しみさえも、何故か心地よく感じてしまう官能の渦が、全身を押し包もうとする。

			　膣壁が迎え入れた牡を逃がすまいと、激しく収縮した。床に押しつけられた胸先からは、ピュッピュと噴出す白いミルク。

			「い、いぶっ！　とめって、こ、このままっじゃ……だむえぇっ！　ちがぶぅ！」

			（か、感じるな！　こ、こんな奴の薄汚いもので、わ、私は感じ、感じなんかしないぃ！）

			　それでも最後に残った理性が、歯止めをかける。ともすれば一瞬で絶頂まで駆け上がってしまいそうな肉体を、最後の一線で踏み止めようとする。

			「く、くく……なかなか耐えるな。だが、そんなに耐えて何になる？　気持ちよくなってしまえ。本能に忠実になるんだ」

			「おひっ、ほひっ！　だ、だべ、だれっが、お、おまべ──あっあっ、い、いいなりにぃっ！」

			　理性の残りカスが、口や鼻に流れ込んでくる牡汁、膣に突き込まれる肉棒の快楽に耐えようとし続ける。ここで流されてしまっては、本当に夫を部下を裏切る事になってしまう。

			「なるほど。だがな、あれを見てもまだ少佐殿は耐えるのか？　そこまでして耐える意義が本当にあるのか？」

			　無理矢理押しつけられていた顔が、今度は引き上げられる。白い汚濁から解放された視界に、義樹とマユリの姿が飛び込む。

			「ど、どうだ！　これでどうだ！　おらっ！　イケよ！　イケよ！」

			「ひあっ！　あ、で、射精てるぅ！　膣中に流れ込んで──ひいぃっ！」

			　それは自分から能動的に少女を犯す夫の姿だった。

			　腰を何度も激しくグラインドさせ、マユリの蜜壺を刺し貫く。体液で二人の下半身はぐしゃぐしゃに濡れていた。汁塗れになった結合部。牡と牝の発情臭が辺りに漂う。ブビュッと膣圧で白濁液が漏れ出した。

			　射精しながら、それでも腰を振り続ける夫の姿。

			「な、なん……で？」

			「ははっ！　あれが本来あるべき姿なんだよ！　だからそらっ、少佐殿もイッちまいな！」

			　瞬間、半分ほど引き抜かれていたペニスが一気に子宮口に叩きつけられる。

			「んぎひぃっ！」

			　突き込まれた男根が激しく震え出す。亀頭部が一回り以上膨れ上がり、膣が拡張される。

			　ドビュッ！　ドッビュドッビュドッビュ──ドッビュゥウウウゥッ！

			「お、おおおお……おひっ！　は、はひって、はひってくるっ！　な、膣中、膣中にぃ！　ひあっ、あっあっあっ……ひぐっ！　ひっぐぅっ！」

			　大量の白濁液が発射された。

			　ドクドクと痙攣しながら、ポンプのように膣から子宮へと子種を流し込んでくる。一瞬でザーメンは蜜壺を埋め尽くし、結合部からビュルリと漏れ出た。胎内に久々に流し込まれる牡液の熱量。膣は収縮し、最後の一滴まで搾り出す。

			（だ……め……。たえ、耐えろ……。わた、私は……）

			　必死に意識を繋ぎとめようとする。

			（耐える？　何の為に？）

			　しかし、そんな自分自身を嘲笑うかのような声が聞こえてきた。視界に映るのは肉欲に溺れる夫の姿。彼の瞳に出雲の姿は映っていない。マユリとの交わりしか見ていない。

			（いいのよもう。耐え続ける意味なんかどこにもないのだから）

			　夫が腰を振るたびに、結合部から二人の体液が飛び散る。二人に対する嫉妬。純粋に快楽に沈んでいる姿が羨ましい。

			（あ、ああ……。もう、もう……んんっ！）

			　瞬間、最後の理性を守っていた堤防が決壊する。これまで耐え続けてきた理性を、一瞬で流し尽くすほどの快楽が流れ込んできた。流し込まれた精液が、胎内から全身へと広がっていくような感覚。やがて目の前が真っ白になり──、

			「あぐっ！　ま、まだ、まだいぐぅっ！」

			　地面に爪が突き立った。瞳は半分白目を剥き、口はだらしなく開く。爪先から頭まで、全身が細かく痙攣した。

			（んんん、あっつい！　膣中が熱い！　熱くて、熱くて気持ちいい！）

			　理性と呼べるもの、負けまいという強い意思。それらすべてが溶けていく。意地を張って耐え続けていた自分が馬鹿馬鹿しいと思う程、強い官能の波だった。

			　惚けたように開いた口から、白濁液交じりの涎が垂れ流れていく。

			「いっひぃっ！　お腹、お腹の中が満たされるぅっ！　あっ、あーあーっ！」

			　出雲は達していた。いつまでも味わっていたいような、心地よい絶頂感が全身を支配する。馬鹿みたいに甘い悲鳴を上げ続けた。

			「くく、また大量に出たな」

			　ズブリと肉棒が抜かれ──、

			　ビチャッ！　ビジャビジャァッ！

			「ひ、あ、ああぁああ……」

			　途端に精液が膣口から溢れ出す。流れ落ちた白濁液が、地面に精液溜まりを作り出した。

			　全身から力が抜け、上半身が崩れ落ちる。再びトレーの中へと顔が落ちた。

			「まだだ、分かるだろ？　これからだ！　何をすべきか分かるなぁ」

			　ヒクヒクと絶頂の余韻で肉体を痙攣させ続ける女軍人に対して、確定事項のように柏木が言う。

			　快楽に歪んだだらしない表情のまま、

			（……義樹さん）

			　ふと力ない視線を義樹へと向ける。

			「あへっあへっ、あへぇっ！」

			「まだまだだぁっ！」

			　夫は未だに少女を責め続けていた。

			　ツウッと再び一筋の涙を頬に伝わせながら、出雲は両手を自分の膣口に添えると、精液が流れ出続ける花弁を両手で開いた。

			「わ……はあはあ、私に……私に娘の弟か妹を下さい……」

			＊

			　ジュグッジュグッジュグッ！

			　響き渡るのは肉と肉が擦れ合う音と、

			「ほっほっほっほぉっ！　ま、マンコッと、け、ケツ穴、ケツあなぁっ！」

			　女の嬌声だった。

			　女は玉鋼出雲。彼女は膣と尻、両の穴を犯されていた。四つん這いで、男たちに挟まれている。愛液と腸液と精液でべちょべちょに濡れる下半身。

			　両手にもペニス。胸の谷間にもペニスがあった。何人もの男たちにかけられてきたのか、上半身まで精液に塗れている。ベトベトになったロングストレートの黒髪が、肌に張りついていた。

			　肉棒で突かれるたびに、官能の波が女軍人の全身を包み込む。淫欲で溶けきる脳髄。思考力など残っていない。あるものは、牡を求める牝犬の感情だけ。

			（ああ、もっと、もっと欲しい。もっとぉ！）

			　本当の犬のように、舌を突き出してハッハッハッと息を吐く。身体にこびりついた白濁液を指で拭うと、自らの口に運ぶ。

			　チュブ、チュグチュグ、クチュルゥ。

			　激しく音を立て、精液を吸った。

			　喉をゼリー状の液体が流れていく。食道を流れて落ちていく感触が、また気持ちいい。ブルブルと頭を震わせ、軽くたちする。

			「いぐっ！　まだいぐぅっ！　ちょうらい、わらしにせーしをちょうらいぃっ！」

			　絶頂に至っても、まだ足りない。

			（もっと、もっともっともっともっとぉ！）

			　激しく腰を振りたくった。腰だけがまるで別の生き物の様に踊る。

			　子宮口まで挿入される肉棒。膣壁を激しく収縮させる。肉棒にどの様な刺激を与えれば射精が行なわれるのか、知り尽くした動き。

			　更に眼前に突き出されるペニスにも喰いつく。頬を窄め、激しく吸引した。

			「んにゅ、おいひぃ！　チンポおいひぃ！」

			　肉棒に囲まれている事が、幸福だった。

			　それに──

			「あ、あなたぁっ！」

			　胸の谷間に肉棒を挟む男に声をかける。すると男──義樹は笑いながら唇を重ね合わせてきた。

			　じゅぶっ、ちゅぶる……ぐちゅるぅ……。

			　騎乗位の体勢で、膣と肛門、二つの穴に肉棒を突き込まれながら、パイズリを行ないつつ、貪欲に舌を絡ませあい、唾液を交換しあう。

			　流れ込んでくる夫の唾液と、先程流し込まれた精液を口腔で混ぜて飲み込む。以前よりも、ずっと分かり合えているような気がした。

			　そんな夫婦二人を祝福するように、突きつけられたペニスが膨張した。熱量が上がり、硬度が増す。

			　蜜壺や肛門が拡張される。肉棒を挟んだ乳房からは、ピュッピュッと何度も乳液が噴出した。

			　射乳や肉棒を突き込まれるたび、肉体は更なる高みへと押し上げられていく。

			（もうすぐ、ああ、もうすぐだぁ）

			　絶頂の喜びに、様々な体液でグチャグチャになった顔に幸せが浮かぶ。

			　胎内で膨れ上がったペニスを、激しく締め上げ────、

			　どびゅっ！　どびゅるる……どっぶぅうううっ！

			「んべぁあひぇあああっ！　あじゅっ、あじゅいぃっ！　いぐっ！　わらし、しぇーえきかけられへ、いぐぅううっ！　ひっひっひぃいいっ！」

			　射精と同時に、膣や尻から白濁液が溢れ出た。顔も汚される。

			　牡汁の熱と精臭は過剰に出雲の性感を刺激し、一瞬で彼女を絶頂へと押し上げる。目の前が真っ白になり、自分自身が男たちの中に溶けていく。

			　汗と精液──そして涙に塗れた顔をだらしなく崩しながら、玉鋼出雲は何度も何度も絶頂に達した。

			


			　ザザッ！

			


			　そこで突然映像が切り替わる。

			「新生幕府はとても素晴らしい軍です。日ノ本アカリ様はこの国の将来を本当に憂いておられるのです。だから皆も武装解除し、新生幕府軍に協力するように」

			　それは富士の山に向かって演説する出雲だった。幕府軍の指揮所から、仲間たちに呼びかけを行なっている。ただ、その瞳に正気の色はない。

			　激しい陵辱が行なわれた翌日の姿だった。

			


			「この映像を公方様……いや、アカリのもとに提出するように。ただ、分かっているとは思うが、前半部分は当然カットだぞ。あんな場面を見られたら、首と胴がおさらばだ」

			　柏木がモニター映像を見つめながら、マユリに命を下す。

			　将軍の妹はただ無感情に頷くだけだった。

			「しかし、これで玉鋼出雲は我が軍のものだ。俺が説得した。そう知ればアカリも俺への評価を上げるだろうな。くく、そうなれば……いつかあの小娘の身体も俺のものに」

			　男は笑い続ける。そんな彼の腰には、肉棒に舌を這わす出雲の姿があった。
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